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②新潟県における乳児突然死例の訪問調査研究
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1　緒 冒

　新潟県における昭和47年，48の乳児突然死の疫学につ

いては，昨年の本研究班の報告にすでにのべられ，その

全文は日本総合愛育研究所紀要第10集1レに掲載した通り

である。

　今回は，その後同じ症例について新潟県の保健婦の協

力により，家庭訪問を行ったので，その家庭における実

態分析を行った結果を述べたい。

■　調、査方法．

1） 乳児突然死例の選出＝

1新潟県における昭和47，．48年の死亡小票の中で，乳児

死亡例から早期新生児例を除去し，残った症例のうち，

本症に該当するもの及び該当するうたがいのあるもの

（死亡までの時間が2～3時間以内のものなど）を抽出

した結果21例が選び出された。昨年はその症例につき疫

学的分析を行づた。

　保健婦による家庭訪問調査は， 全県保健所の協力の下

に行われたが，本症例の他に一酸化炭素中轟児（岡○美

○，3ヵ月死亡）1例と，死亡までに5時間かかった感r

冒性下痢症例（古○光○，7ヵ月死亡，新潟県中頸城郡

板倉町大字長塚163の2例も加えた23例の分析を行った。

2）調査用紙＝一略　

皿　調査成績並ぴに考按

L．死亡月例（第1表）23例中2ヵ月代及び3カ月代が各

タ6例ずつで最も多く，づいで1ヵ月代及び7ヵ月代の

す例ずつ，0ヵ月代の2 例の順であり，その他の月齢は

少なかった。

　とくに生後3ヵ月までの死亡が23例中17例（73，9％）

と大半を占めていたことは，従来の報告と同じ傾向で，

とくに2～3ヵ月にビークがある点も，おおよそ同様の

傾向を示している。

2，性差はほぽ相半ばしていて，従来の報告のように男

児に多い傾向はみられなかった。

　但し，年次的にみると，昭和47年には男児＝女児＝

7：4で男児に多かったが，1昭和48年では男児＝女児認

4＝8で逆転していたが，これは対象乳児の母数が少な

いためと考えられる。
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内藤他：乳児の突然死に図する研究
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　　25．025．025，0　　　　　25・0

0　0　0’　0 　』 4一

、　　　　　　　　100．O

　　　　N48年　♀
　　　　％

0　1　2　、3　0　0　0　1
　12．525．037．5　　　　　12・5
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第2表死亡原欄
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炭
素
中、

毒

先
天 　計
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　N 　 1　 　1　：1－　1：　4
δ％25． 025．025，025．0100，α

　　　　N　　5
48年♀％ 62．5

2　 1　　0　　81
25．0 12．5　　、100．0

小　N　 6　3 　2　1　12
計　％　51．0251016，78・3100・0

　N　　4　　5　　1　　1　　11
8』

　％　36．454，4　9。1　9・1100・0

　　　　N　　8
計　♀％ 66．7

3　　1　　0　　
12

25．0　8，3　　100，0

合　N　r12　8　2　1　23
計、％52。234．88・74・3100・0

ま死岬・齪聯死亡略を騨た結果聯
2表の通りである。

・撮も鈎の膣息ゆ遡（52』2勿）聯り・ついで
心確の8例（34・謝である・、その値には一畔縣

中毒の2例，先天性弱質の1例であらた。

2）魏の画の分析（第2表）吐乳吸引ゐ遡で鶴例

の41、駿鋤て脳多く，ついで祉ん徹類畔る

窒息が25％の順聯る9そ卿鰭秘の雌祇迫な一

どが1例ずつみられた。三．』昌

3）しかし本症例は第3表の如く，解剖されたものは1
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例（4β％）にしかみられなかったので，乳児突然死の真

相を伝えているとはいえないであろう。

第3表　解剖の有無

年度 　　実
　数　　と　　％ 　　　　　　記有　　　無　　　な　　計　　　　　　し

昭和

47年

　　N＄　　％ 0　　　　7　　　　　　　　7

　100、0　　　　100．0

　　N♀　　％ 0　　　　4　　　　　　　　4

　100．0　　　　100．0

小　　N

　％
0　　　11　　　　　　11

　100．0　　　　100．0

48年

　　N8　　％ 0　　　　4　　　　　　　　4

　100、0　　　　100．0

　　N♀　　％ 1　　　7　　　　　　　　8

2・5　87．5　　　　100．0

小　　N

　傷
1　　　11　　　　　　　12

，3　91．7　　　　100．0

計
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％

0　　　11　　　　　　　11

　100」0　　　　 100．0

♀　　N　　　1　　　1工　　　　　　　12

　％　　8．3　91．7　　　100，0

合　N　1　　22　　　　23計　％　4，3　9517　　　

’100．0

48年

計

　N　　 1　　　7♀

　％　12，5　87．5
　8

100．0

小　N　　工　　11
計　％　 8．3　9L7

12

100．0

　N6
　％

10　　1　　11
90，9　　　9．1　　100．0

　N　　1　　11♀
　％　　　8．3　　91．7

12

100，0

合　N　1　21　1　23
計％　4，3　9エ．4　4．3100．0

4，死す原因と直接の関連のある因子分析

　1）身体的異常

　（9 奇形の保有率は第4衷の如く23例中1例（4．3％）

（先天性心疾患の疑い）にすぎなかった。

　（2）死亡前に著明な身体的異常のあったものは第5

表の如く23例中7例（30．4％）である。

第4表　奇形の有無

年　嚢有　無度・性 り　し

昭和

47年

記

な　　群
し

　　　　　　　　　　I　　　　　　I

♀易

小1N．　　　10　1－　11
％　　　　90。9　9，

110⑳

第5表　著明な身体異常の有無

年性嚢有　無
度　身　り　し

記

な　　計
し

　N　　3　　　3　　1　　　7δ

　％　42．9 42．8　14．3100．0

昭和　　　N
　　♀
47年　　 ％

　4

100，0

　4

100，0

小　N　3　　7　1　11
言＋　駕　27，3　63．6　9．1100，0

48年

　・一N・
＄

　％
　4

100，0

　4

100．0

計

　N　　 1　　　36
　％　25，0　75．0

　4

100．0

　　　　　1匿，試，
1　

　8
00．0

壽1湯 論副
12

00．O

覗，ξ4，£5よ、
111100．0

欄謡。淫，1』
112100．0

親、よ46蔀3～3
123100．0　r

　　①その内容は第6表の如く発熱（2例），咳（2

例），嘔吐（2例），及びその他（1例）であった。

　　②　その症状の発現の死亡までの期間は第’7表あ

如く死亡前1週間以内（2例），3週以内（2例），及ぴ

1ヵ月以内（2例あ　2週以内（1例）　とまちまちであ
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内藤他＝乳児の突然宛把関ザる研究

ったが，それらが死亡に直接関係ずるぐぢいの重症のも

のはなかった。

ったが，それらが死亡に直接関係するぐぢいの重症のも

はなかった。

6衷　著明な身体的異常の内容

小　N　。1　　　　　 1　、　　　　　　　　2

計％50，0． 　50，0　　　　 100・0

計

　N　　　　　　1　　 2　　．1　　　　　　4

　％　　　25．0505025、O 　　100。0

度

年姻蚕発 計

．N　　 2　　　　　　　　　1　　　　　　3・

％166．ケ1キ　　　　33。3　．　 100』0

％　嫌　　熱
合　　N　　 篇 2』　

F1
　 2　　r　 2　一 　　　　　　7

％　28，614．2128」628，6　　 100・O

昭和

7年

　N　　　　　2　　　　　　　　1、　　　　3＄　％　　　66．7　　　　33，3　’　100．0

　　　　　’　．、「
　　　　　・

（3）死亡前1カ月以内の症状は第8表の郊く何らの
状のみられなか？だ1ものは，23例中16例（69，6勿》』、ぐ

半を占めた。

症状のあるもめの内容は，♪ かぜ気味なのが』 例（13％）

鳴2例（8．7％）でありy‘2例はその他の症状（下痢な

）であった。

　　　　、　、』．
一㍗

8表 死亡前1カ月以内の症状　　　　　　　，、

劃」　　　　　1　　　　　　　　1　　　2　　　　　

50．0　　　　　　　　　　　50．0　　100．0

N　　　2　1　　　1　1　5
％　　　4軌020．0　　20∫020，0100．0

48年

　N　
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1＄　％　　　　　　100，0　　　　100・0

　N　　　　　　　　1　　1　　　　　　　　　2

　％　　　　　 50．05軌0 　　　100・0

小N　　　　　　1　　2　　　　　　　3
％　　　　㌧33，36617　　　　10P、O

年

度

　実　無・’風　いぜ濯喘’1

、レ　． 邪 、こ　　恩』　他

計

　N　　　　　2　　　　　1　　1
　　　　48　％、　50・0，』　25ン025・0　　100・0

昭和、’1

7年

　N　　　4　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2』　　　 7
8　　　　　　　一』r　　ζ～

％57，1．　14．3　　、28・6・100・0
一　　　　一

N　　　　　　　2　　1　　　　　1　　　4

　％　　　　∫脚25・0㌧r、25・0100・0

　N　　2　　1　　1　　　　　　　　4♀　％50．0　25、0’25．Or　　　　　100，0

合　N　　　　　2　　2　　2・11 1［　1　　　8

％　　　 25，025，025， 012．5112．5100・0

　　　　　　一　　　　■　　　■

ノ」、　N　　　　6　　　　　1　　　　2　　　　　　　　　　2　　　　

凪2　　18，2

　　　　　　　　　　　一　　』マ表 症状の発現
48年・

　N　　3　　　1　　　　　　　　　　　　〆4

　鬼75．025．0　　　　　　　100・0

　N　　7　　1　　　　　　　　　　3
♀

　％87・512・5　　　　　　r 些99τ璽・
年度 痴一

・計・
小N　10　　2　　　　　　　　　　12

　　％　　83，3　　16．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　100，0

昭和

7年

　N　　　　　　1　　　1　　　1　　　　　　3

　％　　　33．333．333，4　　　100，0

計

63．6 911』9．1　　　f凪210α0　N　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　2’

　％　50．0　　　　　50，0　　　100，0 　N　9　2　　1　・、、 　　　
12

　％　　 75．0　　16，7　　　8・3・　　　　　　　　　　　100・0

小N　1　　1　　1　　2　　　5‘
％20．020．020104⑳　　　1001σ㌧1・ 合N：16』312』　　 2 23

計伽6・翫・卜亀7　く亀71。胱。

lNlil・Ill1 ＼

第6衷　著明な身体的異常の内容

第 マ表 症状の発現

　（3）死亡前1卑早継内り症状は第8表爾郊く何危の

琳ρみられなか癖餌23例中16例（69・塑・1莞
大半を占めた。

症状のあるも⑳内御ノrかぜ鰍なの虐｛鋤（・3％）

喘鳴2例（8．7％）そあり ∫‘2例はその他の症状（下痢な

ど）であった。

第8表 死亡前1カ月以内の症状　　　㌧　　泳

昭和

47年

48年

8
N
％

1　　1　　1
33．3　　33．3　　33．4

3
100．0

♀
』N　1

％50．0

1　　　2’
50．0　　　　　　　100，0

小N　1　1　 1　2
計％20．020．020104住0

5二

1001σ1

　N
♂

　％

1

100．0

1

100．0

　N　1♀
　％100．0

1
10ασ

ド 　　　　　　　　　）氏　．ま1濃．1
　 （4）生下時体重　　　　　　　　　　　．…、

「1症鴇離，瓢瓢磐綱噂魅1
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　しか し，われわれの症例では2，5009以下のいわゆる

低体重児は23例中2例（8．6％）にすぎず必ずしも低体重

・児に多し、とはいえなかづた。（第9表）’

第9表　生下時体璽（9）

年

度

護12，…12，・・12，5・13，・・13，5・14…

性身1以下2，1・・3，1。。3，1。P禽1。。菰上計

昭和

7年

1　

lI孟，

書　．『劃4㍊　協，

　N＄

　％
2　　2

50．0　50，0

4
100．0

　　　N111 22 1848年♀
　　　％12・512，512，525，0 2写．012．5100．0

小N　1
計％’ ．3

12

8．325．033．4i6．78．3100．0

　Nδ

　％
6　　5

54．5　45，5

11

100．0

第10表　湿疹の有無

年

度

昭和

47年

48年

計

　実性数　有
　と　％　り

無

し

記
な
し

計

計

　N㊨

　％
6　　　1　　　7

85．7　　　14．3　　　　100．0

　　　　　　　　　　　　　1凱3ぎ32菩・晶言7ぎ3！11＆。

合N　1
計％4，3

1　9　9　2　　1　　23
4曾3　39，2　39．2　　8．7　　4，3　100．0

　N　1　　3♀
　％　　　25．0　　　　75．0

4
100．0

小N　1　9　1　
11

言十　　％　　　9．1　　　81．8　　　　9．1　　　100．0

剃　孟，『　孟，

♀［麗，£，1　磁。

親『蓋71£、『蕗，

　N＄

　％
10　　　1　　　11
90．9　　　　9．1　　　　100。0

　N　　3　　　9♀

　劣　25．0　75．0

12

100．0

合N　3　　19　　1　　23
言十　％　　13．0　　82．7　　　4．3　　　100．0

　（5）体質異常の1つとして湿疹の有無を検索した

結果は第10表の如く，湿疹のあったものは23例中3例

（13．0％）にすぎなかった。

5、 乳児突然死の発生への因子分析

　1）死亡時刻＝（第11表）

諸家の報告はAM　O～6が圧倒的に多いというが， 本

調査ではこの時間は23例中8例（36．1％）でやや多いと

しかいえなかった。

ついで多いのはPMO～6の7例（30。4％），PM7～

12の5例（21，7％）の順であり，PM6～12の3例（13．0

％）と最も少なかった。

第11表死 亡時刻
年

度

昭和

47年

　突0怪警A
　％M

1　2r34 5　6 78 9　10　11 O
P
M

1234567891011

　N8
　％

1 『P

14，3

1　1
14．314，3

1　1
14．314．3

1　　　1
14，3　　 14．2

　N．♀

　％
1　　　1

25．0　　　　25．0

1

25．0

1

25。0

小N
計％

1　1　　　2　1
9．1　9．1　　　　18．1　9．1

1　1　1
9．1　9，1　9．1

　　匹

・1　　　2

9，1　　18．2
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内藤他＝ 乳児の突然死に闘する研究

48年

計

　　N　　　1
、δ

　　％　　25．O

1

25．0

2

25．0

　N　　　
1

♀

　％　　12，5

1　　　1
12壁5　　 12．5

2　　　　1

25．0　　　12．5

2

25，0

小耳　　2・

計％　　16．7

1』

8，3

1　　　－1

8，3　　8．3

2　　　　2

16，7　　　16‘7

1
8，3

　2

、16．7

　N　　　2
δ

　％　　18．2
1　2
9．118，2

1　1
9．19．1

1r2　1
9．118．1　9，1

　N
♀

　％

1　1

8β8，3

1
8．3

2

16．7

1
8．3

1　2
8． 216。7

1
8．3

2
16」7

合N 　 3　1
言十　 ％　　　　13．2　4．3

2　2
8，78．7、

2　1　2
8．7　4，3　8．7

1r・ 21
　2rr2 　　　1

4．3　8．7　8．7　8．7　　　　．4．3

2
8，7

1 8（36．1％） 卜 5（21．7％）」 7（30，4％） 13（・塑」

、2）死亡の場所＝．（第12表）

　自室が23例中19例（82．6％）と圧倒的に多く，ついで

矯院，訪療所でり死亡摂8例ずつ見られた。

　3）死亡の季節＝（第13表）

　諸家の報告曝冬に多発しているが・本調査では季節差

はなかった。（12～2 月5例，3～5月6例，6んr8月

6例，9ん11月6例）
しかし本症の多発月参みられる点，興味がある。 即ち

3月，7月及び10月の各々4例及び12月の3例であり，

その他の月は比較的少なく，とくに8，9月には発生を

見なかった。

殖』埼玉・．櫛晦で醐奪3’では・冬と夏に騨

的多い2峯性をなしていたが，新潟地区ではとくにその

傾向は榊なρ粥ゆ 》轡ま症例砂ない煙
力・もしれない。

　4）死心発見時の姿勢；

　第14裏の如く仰向けのものが23例中15例（65，3％）と大

半を占め，腹位はわずか2例（8．7％）にすぎなかった。

　死因に約半数を占めていた窒息例でも仰向け例がほと

んどを占ゆていた。

　5）栄養方法：．（第15表）

　　（エ）死亡時の栄養方法は人工が10例（41。6％）と最

も多く，ついで混合栄養が7例（29、2％），母乳4例（16，7

％）の順で，人工栄養児に多いように見える。

　しかし，松鵬が新潟県の4カ月の栄養調査を行った成

績（昭和48年）では市街地と過疎地の韓はほとんどなく，

母乳が15～17％，混合30～33％，人工52～53％であった

ので，これを母数として栄養方法別の本症発生率を出す

と，ほぼ差がみられないようである。

第12表　死亡の場所

年　度 蔀’舞 蹴蓋計

昭和

7年

，鋼 飼 ，、謝諭
N　 　　　　　　　　　　4　 　　　　4一

％　　　　　　　　100，0　　100，0

小N　I　　　　　　lo　　　11
％，9，1　　　　　90，9　　　100・0

■48年

　N　　1・　・　　　　　　3 　　　　　4

　　25．0　 　75．0〆　100．0

小N　1　2　　　　9　　　　12』
　％　　8，3　16，7 　　　75。0　　 　100，0

計

N　　2　　　　　　　　　　9　　　　　　11

％18，2　　　　　8L8一一100・0
N　　　　　　　　　2　　　　　　　　．10　　　　 　　　　　12

％”　　16．7＝ 、8含、7．　　100i 0

』覇影
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第13表死亡季節
年

度
性

実数と％

1月 2 3 4 5　　　6 7　　8　　9
10 11 12

　　計

228．6 114．3 114．3 228．5 114．3 　7

00．0

昭和

7年
♀

N％ 匿， 125．0
　4

00．0

小計 N％ 327．2 1　　　2

．1　18．2

218．2 218．2 19．1

48年

6 N％ 125．0 125．0 125．0 125．0 1　　4
5，0100．0

♀

N％
　1

12．5

112．5 225．0 112．5 112．5 2　　8
5．0100．0

小計 N％ 18．3 18．3 18．3 18．3 216．7 18．3 3　　12

5．工100．0

計

8 N％ 19．1 19．1 218．2 19．1 19．1 327．2 19．1 1　　1工

．1100．0

♀
N％ 216．7 18．3 1a7 巌。⊥ ユ8．3 18．3 2　　12

6．7100．0

A口計1 N％ 14．3 14．3 417．4 14．3 1　　2
，3　8．7

417．5 417．5 28．7 3　　23

3。0100．0

第14裏　発見時の姿勢

年

度

昭和

47年

48年

　突　う
性警 瑛
　％せ
　N

1
＄
　％　14．3

仰

む

け

5

71．4

横　そ　 記

む　の　な　計
き　他　　し
1

14．3

7
100．0

　N♀

　％
3　　1

75．0　　25．0

4
100，0

小N　1　8　2
計％　9．172．718．2

11

100，0

　N3
　％

3

75．0

1　　4
25．0　100．0

　N 1　　4♀
　％　12．550．0

1　　2　　8
12，5　　25．0　100．0

小N　1 　7
計　　％　　　8．3　　58．4

1　、3　12
8，3　25．0　100，0

　N　1　　8　　16
　％　　　9．1　　72．7　　9．1

1　11
9．1　100．0

計
　N　1　　7　　1　　1♀

　％　8．358，4　8．3　8，3

2　　12

16．7　100．0

合N　2　15　　2　　1
計％　8．765．3　8．7　4．3

3　　23

13．0100．0

従来の報告や前回の内藤，松島3｝の東京都，川崎市及

び埼玉県（昭和47年調査）の調査では人工乳の方が約2

倍多い結果からみると，今回の差のない原因はよくわか

らないが，例数の少ないためかもしれない。

　（2）　しかも，生後1週における栄獲方法（第15表）を

みると，必ずしも母乳栄養児に本症が少ないともいえな

い点，再検討を要するかもしれない。
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第15表栄養方・法．

年

度

性1

δ

　〃　　　　　〃　　　　　”

合人工不明
計

生後　〃 　〃　〃
ヵ月

乳棍合人工不明

1死亡時　〃・　〃　
〃　　〃

　　　 　　　　　　　　　

一

N　3　2　2　
％　42，828．628，6

7

昭和

47年
♀ N　1　3

．男25・075・0

4

小黄4　
5 2

計惚36．445・4182

11

100．0

1 13　2一工
く 7

14．342．92＄、614，3ユ00・0
3　311、4　　　1　11

27．327．336．3 ．　9，11qO，0

48年

剃51，，21．，12義。口、。1．。 ～’一 　』1　　　3
　・66．7　 33．3　　　　　　』100、0

21t，轟。121，。！ へ1・1，・

棄
1到11，5121．，15磁，511。ま。

1　
　

r〆2

3．3

ll．1ド睡 2盆151．612盆21一、ll，。

秘」1編1 、ll4H、。1．。
、纏．，1輩1臣3瞬1 　　　　　4

　　　44．4

5言61、、。。1σ

＄騰412111・2113・・協．1
1　

　　1　f

14．

ll．／21，6
11．3

1・ま・ 諮，臆2131．4 1．、・ll』・

l　　　　　L

＄1 N多　す・．3
％ 45．42713r2713

　N　2　5　4　1　12♀
　％16．741』733。3 8・3・100ρ

纏：孟樵

　　　　　　　　r

1　2　1
25．0　50．0　25，0　！　　　　 へ

　　2r　5　　2
　　22．2　55．6　　22．2

1・　」14な・・ ゴ6　　　2’　

r7．二7　30し8｝46．1 15』4

計

4
100，0

』9

100，0

　1

100．O

5　6　　2　　　　1
38．546．115， 4　ン、 110D，0

合N7　8　7　1　2＄
、計％」30．434、930．44，3100・0

1・7 7　1　161
4

7王0　21
6．343．743．7 』6．310010f617 29」24L68，3

1　　2
4．2　100．0”

鋼戯新潟県4カ月児の栄養方法（融8年）
彊 1由 街麺』1

畢　乳 1　・乳・％

、 混合1 、．を3⑳％　1

人　　工 53・％　1

過 疎地
15．0％

33，0％

52．0％

6． 本症と家庭環境との関係’「

　1（D　家庭の主な聯業（第17表）

・蝦も多いのはブルニカ津7炉23例中9例（39．3影〉、と

働脅く・ついで自騨咽（3・賜）嫡9碑の職

梁は騨的少な力嚥 ξぐ吃ここの地欧多嘩業縣
に本痘が少な、く，農藁は2r例（8，7％）兼準0初と少ない

点に注目したい。

第胃表　家庭のおもな職業

1年』

度

昭和

47年

lLl

　　実
　　数性
　　と
　　％

専　　兼 　自

　　　　　醤
農 　農　　業

い
わホ
ゆワカ
るイラ

　ト1

い　　臨　　そ　　記
わブ・　時

贈 晶　の上な・・

　ロ　い　　・他・、　し

計

6
N％ 114．3

228．6 114．3 2
乱　〆二

』一

14．3

　7

00．0

♀　．

聴％
4

100．0

．F㌧
　4

00．0、

小計 N％ 19．1 　2

18』2

19．1 6

54．5

一　　　　　　、　、

1、．

．1

11

160．O

　　N　　16
　　％ 　14・3

2
28，6 ∴ 14．3

7

100．0
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　　N　　
1

＄

　　％　　25，0
2　　　1

50．0　　　　25，0

4
100．0

　　　　N48年 ♀

　　　　％

計

（2）

3　　　正　　　3
37，5　　　12．5　　 37．5

1

12．5

8
100．0

、小　 N　　1
計　％　　8，3

5　　2　　3
4L7　16，7 　25．0

1
8．3

12

100，0

　　N　　　26
　　％　　18．2

4　　2　　2
36．4　　　　18，2　　　　18．2

1　　　　11
9．1　　　　　＝100，0　

　 N
♀

　％
3　　1　　7
25，0　8，3 　58．4

1
8．3

12

100，0

合　 N　　2
計　％ 　8．7

　7　　3　　9
30、4　　　13．0　　 39，3

1　　　1
4．3　　4，3

23

100．0

生活レベルを保興婦の印象により記入させたが

第18衷の如く中等度が23例中20例（87．0％）と圧倒的に

多く，従来の報告のように低クラスに多いものではなか

った。

第18表　生活レベル

　実
性警上中下
　％

　（3）母親の知的印象を保健婦レこ記載させたが第19衷

の如く，中が大半を占めていて82．6％，下は17．4％で上

は，みられなかった。

本症が社会経済的に低階層の家庭に多発するとの報告

は極めて多いが，本調査ではそり傾向はみられなかった。

第19衷　知的印象（母親の）

年

度

昭和

47年

48年

計

記

な　　計
し

　N＄

　％
8皇71左31 7

100，0

　N♀

　％
3　　1

75，0　　25．0

4

100，0

小N
計％

9　　2
81．8　18．2

11

100．0

　NN
　％

4
100．0

4
100．0

　N　1　　7％
　％　 12．5　87．5

小N　1　11
計　　％　　　8．3　　91，7

12

100．O

　N＄

　％
10　　1

90．9　9．1

11

100．0

　N　1　10♀

　％　8．383，4

12

工00．0

合N　1　20　2
計％　4，387．0　8．7

23

100．0

年

度

昭和

47年

48年

計

　爽
性讐上
　％

　　　　記
中　．下　な　　計

　　　　し
　Nδ

　％

7

100．0

7

100．0

　N♀

　％
2　　2

50．0　　50．0

4

100，0

小　N
計％

9　　2
81．8　18，2

11

100，0

　Nδ

　％
2　　2

50．0　　50，0

4
100，0

　N♀

　％

8
100．0

18．

100，0

小　N
計％

10　　2

83．3　　16．7

12

100．0

　N8
　％

9　　2
81．8　18。2

11

100，0

　N♀

　％
10　　2
83，3　　16．7

12

100．Q

合　N
計％

19　　4

82．6　 17．4

23

100，0
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　（4）家族構成は第20表の如く1複合家族が23例中13

例（56．4％）とやや多いが，特に多いわゆではない。　

核家族で同胞のあるもの（核家族豆）が8例（34ig％），

父母と同胞の他に祖父母のい苔もの（複合家族■） ．が7

例（30．4％）と比畿的多く， また複合家族五にその他の

人々がいるもの（複合家族皿）が5例（21マ％） にみら

れたが，1一人っ子の家族及び』人っ子殖祖父母のレ）る家

族に本症が極めて少ない点は注目に値する。

第20表　家族構成

年

度

昭和

47年

　実核
性

r警・・叢・

　％工

　複〃合家”　”　計
　　族
1皿　 工　皿　皿

　N 1　4＄・

　％　　14．3　　57，1
2　　　7

28．6　　　　　　　100．0

　N
♀

％・
1　　　1　2　4
2510　　 25．050．01QO10

1　5
9．1　　45．4　・

3　2　11
27．3　　ユ8．2　100．0

48年

小N
計％

計

小N
計 ％

8　　1　　2　　11
72．7　9．1　18．2 　100，0

　N
3

δ

　％ 　75．0

48年

1
　0　　4

25．0　　　　　　　　　　　100．0．

9監，」

小N　10　
2

震十　 ％　　 83、3　　　16，7　

0　　
8

　　100，0

　　　　　　　　　lOO，0

4

　N1　．3　 ！

♀
％12，537。5

1　3　8
12．5　 37．5　100．0

小N1　3　1　4　3　12’
計％8．325』b8，3P33．425，0100，0

」塾」、＆・鵬4一 11

100．0

計’ 塑1象・ 2　5　12
16．7　41．7　10q慶0

合N2　8　1　7　 5　23一

計％8．734．9　4．330・421・7100・0

0　　12
　　10010

　N　、8＄
　％　72，’7

」1　　2　　11
・9．1　1812．　 10D．0

　N♀

　％
10　 　2　　0
83．3 　　16．7　

己　12

1PO。0

合N　18　
3

計％ 一78，3 13．O

2　！　23．

　8』7　　　100．0

（5）住居様式
　一①　住居の種類は第21表の如く23例中18例 （78．3

％） と大半が独立家屋である。

アパート居住者の5例は2階居住者がほとんどを占め

ていた（第22表）。

第21表住居の種類

第22表　アバート階層

年

度

昭和

47年

　実　独　 木ア鉄ア
惨警豪． ↑㌔く
　％　屋　造卜 筋ト

計

　N＄
　％．

5
71．4．

0　　2　　7
　 　28，6　　　　100iO

　N♀
　％．

3　 　1

75．0、　　25．O，
0　　4
　　100．0

年

度

昭和

47年

8年

計

　実　　 　　　 記

性警1f2F3F4F鯉な
　　　　　　　　し％

計

　N＄

　％

2
100．0

2

100．0

　N　　1♀

　％　100．0

小INI　3
計

％11・・，。

1
100し0

3
100．0

　N　　1δ

　％　100．0

1
100．0

　N♀

　％

1　 1
　　

ごく

100．0∫O¢0

小N　　1
計％　 50，0

11・　 2
50，0エQO・0

　N　　3δ

　％　100，0

3

100．0

　N9
　％

1
50．0．

1　 2
56．010σ10

合N
計 ％

4

80．0．

ユ『．　5

2q、 0100・0
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　　②　部屋数は第23表の如く6部屋以上’が39％と

最も多く，ついで4部屋が21．1％と多い。2部屋及び

5部屋あるものも13％ずつあって，1室は僅かに4，3％

に過ぎなかった。3部屋以下は23例中5例（21．6％）と

少ない点からみても，東京都，埼玉，川崎地区での前回

の調査（部屋数の少ないものに多発）の結果と異なって

いた。

第23表部屋数
年

度

　案
性警1234 5皇・婁計
　．％　室　 グ　〃　〃　〃以上　し　、

　N　　　3＄

　％　　42．8
工　　　31　　7

14．3　　　42，9　　　100．0

皇、よ。

48年

　N6
　％

1　1　2　　　4
25．025．050．0　　　　100，0

　N♀

　％

、鑑52言。、去513乳5、去5、。a。

　　　　1
逮LLぎ32皇。塾1。ll。

昭和

47年

1　1　1 　　4
25，025，025，0　　　　100．0

小N1　3
計％9，127，3

2　1　4　　　U
18．2　9．136，3　　　100．0

計 土撚・ぎ32ま・1壷塾

合N131539123計％4．313．04，321．113．039，04．3100．0

　　③部屋の広さ
部屋の広さは第24衷の如く，30畳以上の例が多く（23

例中14例（（6LO％）））みられ，部屋の狭さとの関連はあ

まりみられなかった。

第24表部屋の広さ

年度

性

実
数 　6畳　　9”

％　　以下　　　〃

12〃 15〃 20〃　25〃　30“　31．　記
　　　　　　　　　　　　　　　　な4　　　〃　　　〃　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　し 計

昭和

7年

＄ 1剃　1
2a61

孟31蓋3目老81『 　7

00．0

♀
1剃 鑑，1

『 目議。蓋，1 　4

00．0

詳瞬1と11
1

1乙21 凱111』11、輪4『 11

00．0

48年

8 1剃　1 1盛。園毒。1 　4

00．0

♀
『揚　1 透51孟5綜。ぼ5畠51 　8

00．0

詳1易同 ぎ3『蓋71巌。1謡7ぎ31 12

00．0

計

6 1剃　Ir 1喜21 豊1』321直1ほ6H 11

00．0
9」 易1ぎ31 剥ぎ3細4ほ，『 12

00．0

A口計 剃よ31． ＆71 ζ71皇。2至7」3a3段31 23

00．0
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　（6）保育関係

　　①主な保育者は第25表の如く，母親が23例中18

例（78・3％）と大半を占めて唾て・1爆母ゆ4酬｝阜7・4彩）

にすぎなかった。
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lv結論
　昭和47～48年における新潟県下の乳児突然死例23例に

つき，その発生犀子を分析する目的で，市町村保健婦に

よrる家庭訪聞調査を行づた結果，

　　1）死亡月齢は3 ヵ月以内が73，9％（23例中17例〉

と大半を占め，とくに2～3ヵ月にピークがあった。

　　2）性差はみられなかった。

　　3）死亡原因は窒息が52，2％（23例中12例）と最も

多く， ？い．で心不全が34，8％（8例）であρたが， 解剖

されたものは僅か、に1例にすぎなかったので，死因の詳

細な分析が な されていない点に問題があったづ

　　4）本症例児は死亡前に嘔吐，発熱，咳などの症状

を有したものが約30％にみられ，その症状は死亡前1 カ

月以内にみられた。

　　15）低体重児は非常に少なからた。（23例中2例）

．1弓） その切騨1（賜、畢勲ど）をもつ症鍋
少なかった。．

　　7）死亡時刻はAMO～6，及びPMO～6にやや
多かったが，特にその時間帯に多発しているのではな

．い。一

　　8）死亡季節嫉特定傾向はないが，8， 9月にみら

れず，3，7，10及び12月に多い傾向を示している。

　　9）死亡発見時は仰臥位が多く腹位は少なかった。

　　10）栄養方法は人工栄養児に多いが，各栄養方法の

母数を考慮に入れると，とくに人工栄養に多くて母乳栄

養に少ないという差はみられなかった。

　　11）家族の職業はブルーカラー及び自営業にやや多

い傾向があったが曝郷舛y’嵐轡異であった・
　　12）生活レベル及び知的レベルは中等度のものが多

かっ た。・』一

　　13〉、塚族構成及び住居構成には特記するものが少な

くp 住居も 広いもpが多かった。

　以上の結果から1、ヌ．、㌧　・』 ト 　 ゴ”i∴
1｛1 ：

　農村地区を多有する地方である新潟県における乳児突

然死の発生に関連分ある因子分析は，’束京，r川崎，埼ま

地区のような都市型の地区 と・異なる点が多いことがわか．

づたので，今後その分析の必要性があろうき。．．

　そして，一そのことが本県における昭和47，43年の本症

の発生頻度の低さ（乳児1万対2．76人，東京地区1万対

6。05人，埼玉県539人，川崎市5・67人）の分析にっなが

るものと考える。： ．1、

　また本症の解剖率が塩3％と極めて低い点 も今鋒の研

究の隣路となる’点を強調 したい。 』r
〆・
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